
　
１

２
月

定
例

会
は

、
１

１
月

３
０

日
か

ら
１

２
月

１
８

日
ま

で
の

会
期

１
９

日

間
で

開
か

れ
ま

し
た

。
こ

の
定

例
会

に
は

、
平

成
３

０
年

度
補

正
予

算
１

０
件

を

は
じ

め
、
条

例
関

係
３

件
、
指

定
管

理
者

の
指

定
な

ど
事

件
議

決
８

件
、
人

事
案

件

２
件

が
市

長
か

ら
提

案
さ

れ
、
い

ず
れ

も
原

案
の

と
お

り
決

ま
り

ま
し

た
。

　
ま

た
、
１

０
人

の
議

員
が

市
政

に
対

す
る

一
般

質
問

を
行

い
ま

し
た

。

　
さ

ら
に

、
条

例
関

係
１

件
が

議
員

発
議

さ
れ

、
原

案
の

と
お

り
決

ま
り

ま
し

た
。

【
主
な
内
容
】

■
11月

臨
時
会
、１
２
月
定
例
会
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！
・・・・・・

２
ペ
ー
ジ

■
常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３
ペ
ー
ジ

■
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４
～
９
ペ
ー
ジ

■
審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

９
ペ
ー
ジ

■
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
０
～
１
１
ペ
ー
ジ

■
委
員
会
調
査
を
実
施
、ほ
か
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１
２
ペ
ー
ジ

平
成
３
０
年
１
２
月
定
例
会
 №
５
６

み
ょ
う
こ
う
市
議
会
だ
よ
り

24議
案
を
慎
重
審
議
し
ま
し
た
!!

昨
年
の
補
欠
選
挙
に
よ
り
定
数
18人

を
満
た
し
ま
し
た
。



11
月
臨
時
会
・
12
月
定
例
会
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！
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11月臨時会、１２月定例会ではこのようなことが決まりました！11月臨時会、１２月定例会ではこのようなことが決まりました！

予算の補正予算の補正

【補正予算の概要】
　◆高谷池ヒュッテ増築・建築工事について、天候不順によりヘリコプターによる資材の空輸が予定ど
　　おり実施できなかったことで、工事の年度内完了が見込めないことから、次年度へ繰り越すとともに、
　　繰り越しに伴い、当初設計より増加するヘリコプター空輸代等に係る経費について、予算不足額
　　712万円を増額補正するもの。
　◆国民年金法の改正により、第１号被保険者の産前産後期間に係る保険料免除制度が開始されること
　　に伴い、国民年金事業システムを改修するもの。
　◆県営農業農村整備事業の増額に伴い、負担金の増額を行うもの。
　◆国の人事院勧告等に準じた議員等の手当及び職員給与の改定等に伴う人件費を調整するもの。
　◆国県の平成27年度及び平成28年度負担金の確定による精算金の補正を行うもの。
　◆年間を通した工事の発注、施行時期等の平準化を図りたいことから、道路適正管理事業及び道路新
　　設改良事業について、債務負担行為の設定を行うもの。

⇒　一般会計総額は202億3,701万円に

１１月臨時会１１月臨時会

１２月定例会１２月定例会

一般会計 3,592万2,000円を増額一般会計 3,592万2,000円を増額

一般会計　3,570万円を増額　⇒　一般会計総額は202億 108万 8,000円に

指定管理者の指定

工事請負変更契約の締結（高谷池ヒュッテ増築・建築工事）

卯の花児童遊園
藤塚児童遊園
美守児童遊園
美守東児童遊園
妙高市大崎町ふれあい広場
新井総合公園体育館
矢代コミュニティスポーツセンター
妙高市妙高山麓都市農村交流施設
クラインガルテン妙高
四季彩館ひだなん

姫川原下組自治会
大字藤塚新田

美守町内会

大崎町町内会
NPO法人 スポーツクラブあらい
矢代地域づくり協議会

一般社団法人 妙高市グリーン・
ツーリズム推進協議会

株式会社アルゴス

施設名 指定管理者 指定期間

　【補正予算の概要】
　 ◆保育園・認定こども園、小学校、中学校における児童生徒等の熱中症対策や学習環境の改善を
       図るため、冷房設備の整備に係る実施設計委託料を補正するもの。　　
       保育園・認定こども園：２園（保育室７室、遊戯室等３室）
       小学校：８校（普通教室87室、特別教室45室）
       中学校：３校（普通教室43室、特別教室35室）

平成31年4月1日～平成41年3月31日まで

平成31年4月1日～平成34年3月31日まで

平成31年4月1日～平成35年3月31日まで

平成31年4月1日～平成32年3月31日まで

　高谷池ヒュッテ増築・建築工事の工期延長に伴い、工事請負変更契約を締結するもの。変更後の請負契約金額は、
1,977万3,720円を増額し、２億2,497万3,720円で、（株）加賀田組上越営業所と工事請負変更契約を締結するもの。

※債務負担行為…将来的に債務を負担することとなるような原因行為（例えば契約）を行う場合に、あらかじめ予算の一部として債務負担の期間
　　　　　　　　や総枠を定めること。

※



常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査
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【
総
務
文
教
委
員
会
】

 

【
概
要
】
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ

り
、
市
議
会
議
員
の
選
挙
運
動
用

ビ
ラ
の
頒
布
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
ビ
ラ
作
成
の
公
営
の
対

象
に
、
市
議
会
議
員
選
挙
を
加
え

る
も
の
。

　
　

ビ
ラ
の
作
成
は
４
０
０
０
枚

が
上
限
だ
が
、
そ
の
範
囲
内
で
数

種
類
作
成
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
成

で
き
る
ビ
ラ
は
２
種
類
以
内
で
、

合
計
４
０
０
０
枚
以
内
と
な
っ
て

い
る
。

【
概
要
】
人
事
院
勧
告
等
に
準
じ
、

市
議
会
議
員
及
び
特
別
職
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
05
カ
月

分
増
額
す
る
も
の
。
ま
た
、
民
間

給
与
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
人

事
院
勧
告
等
に
準
じ
、
一
般
職
員

の
給
料
月
額
を
初
任
給
を
含
む
若

年
層
職
員
に
重
点
を
置
い
た
引
き

上
げ
と
特
別
給
０
・
05
カ
月
分
を

勤
勉
手
当
に
配
分
し
引
き
上
げ
る

た
め
の
改
正
等
。

　
　

市
の
正
規
職
員
の
給
与
改
定

は
当
該
年
度
の
４
月
に
遡
る
が
、

臨
時
職
員
等
の
改
定
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　

臨
時
的
任
用
職
員
等

の
賃
金
は
、
今
回
の
正
規
職
員
の

給
与
改
定
や
近
隣
市
と
の
バ
ラ
ン

ス
等
を
勘
案
し
、
31
年
度
に
改
定

予
定
で
あ
る
。

　
　

他
の
合
宿
地
と
の
差
別
化
を

図
る
た
め
、
合
宿
に
訪
れ
る
た
め

の
交
通
費
助
成
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　

交
通
費
助
成
を

行
う
自
治
体
も
あ
る
が
、
効
果
は

一
時
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

当
市
の
豊
か
な
自
然
や
充
実
し
た

施
設
等
、
合
宿
地
と
し
て
優
れ
た

環
境
を
前
面
に
出
し
、
合
宿
誘
致

に
取
り
組
む
。

【
建
設
厚
生
委
員
会
】

【
概
要
】
道
の
駅
あ
ら
い
拡
充
整

備
に
伴
う
１
路
線
及
び
、
東
関
地

内
の
国
道
２
９
２
号
の
改
良
に
よ

り
県
か
ら
移
管
さ
れ
る
１
路
線
の

計
２
路
線
を
新
た
に
認
定
す
る
も

の
。

　
　

拡
張
道
の
駅
場
内
の
市
道
の

歩
道
は
、
片
側
と
の
こ
と
だ
が
、

両
側
に
歩
道
が
な
く
て
よ
い
の
か
。

　
　
　
　
　

拡
張
道
の
駅
場
内
で

は
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
、

横
断
歩
道
な
ど
で
車
道
と
区
分
け

を
し
、
安
全
対
策
を
行
う
た
め
、

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
概
要
】
市
道
で
発
生
し
た
道
路

管
理
の
瑕
疵
の
損
害
賠
償
に
つ
い

て
。

　
　

道
路
管
理
者
と
し
て
の
瑕
疵

は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

道
路
管
理
者
は
常
に

道
路
を
適
正
に
管
理
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
側
溝
の
蓋
が
草
で
覆
わ

れ
て
い
た
こ
と
で
、
蓋
の
状
況
が

確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し

瑕
疵
が
あ
り
、
過
失
割
合
は
３
割

と
な
っ
た
。

　
　

平
成
29
年
度
の
特
定
健
診
実

施
人
数
が
予
定
を
下
回
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
結
果
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
実
施
人
数
が

減
と
な
っ
た
原
因
と
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

29
年
度
の
健
診

実
施
人
数
を
２
９
６
０
人
と
見
込

ん
で
い
た
が
、
１
３
０
人
少
な
か

っ
た
。
受
診
率
60
％
を
目
指
し
て

い
た
が
、
29
年
度
は
速
報
値
で
58

・
１
％
で
あ
る
。
受
診
率
向
上
に

向
け
、
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
や

今
後
の
受
診
予
定
の
聞
き
取
り
等
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　
　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
妙
高
の
収
支

実
績
が
減
少
し
て
い
る
が
、
29
年

度
収
入
の
内
容
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

主
な
収
入
は
、
指
定

管
理
委
託
料
で
、
そ
の
ほ
か
は
施

設
利
用
料
収
入
で
あ
る
。

　
　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
入
居

で
き
る
年
数
と
待
機
者
の
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

の
入
居
は
５
年
区
切
り
で
１
年
毎

の
更
新
だ
が
、
そ
の
後
は
待
機
者

と
の
抽
選
と
な
り
、
再
入
居
も
可

能
で
あ
る
。
現
在
待
機
者
は
い
な

い
。

　
　

直
売
所
が
狭
く
、
改
装
の
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
か
ら
の
要
望
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

生
産
者
組
合
か
ら
過

去
に
要
望
が
あ
っ
た
が
、
立
地
状

況
か
ら
拡
張
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ
な

い
。
拡
張
道
の
駅
に
新
た
な
直
売

所
を
整
備
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

中
で
解
消
を
図
り
た
い
。

　
　

変
更
契
約
と
な
っ
た
理
由
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

天
候
不
順
に
よ
り
、

年
度
内
完
成
が
見
込
め
な
い
た
め

繰
越
工
事
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ヘ
リ
で
重
機
を
一
度
現
場
か
ら
下

げ
、
再
度
上
げ
る
作
業
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
契
約
額
が
増
額
と

な
る
。

　
　

工
期
が
タ
イ
ト
だ
が
、
こ
れ

ま
で
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
工
期
に

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

受
注
者
と
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

山
の
天
候
は

予
測
が
難
し

い
が
、
平
年

並
み
の
天
候

で
あ
れ
ば
可

能
と
考
え
て

い
る
。

■
議
案
第
98
号　

指
定
管
理
者
の
指

定
（
妙
高
山
麓
都
市
農
村
交
流
施
設

及
び
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
妙
高
）

■
議
案
第
94
号　

損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と

■
議
案
第
93
号　

市
道
の
認
定

■
議
案
第
1 1 1
号　

工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
（
高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ

増
築
・
建
築
工
事
）

■
議
案
第
99
号　

指
定
管
理
者
の

指
定
（
四
季
彩
館
ひ
だ
な
ん
）

■
議
案
第
90
号　

市
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
議
案
第
91
号　

市
議
会
の
議
員

の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

■
議
案
第
92
号　

ス
ポ
ー
ツ
等
合

宿
の
郷
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部

改
正

■
議
案
第
1 0 2
号　

平
成
30
年
度
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

生
涯
学
習
課
長

問問 総
務
課
長

問 問建
設
課
長

建
設
課
長

農
林
課
長

農
林
課
長

健
康
保
険
課
長

問 問 問

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

問

建
設
課
長

建
設
課
長

農
林
課
長

問 問問

〈
付
託
案
件
の
主
な
質
疑
〉

常
任
委
員
会
で

議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
で

議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

高谷池ヒュッテ



　
　

５
期
目
の
当
選
を
果
た
し

た
入
村
市
長
で
あ
る
が
、
選
挙

期
間
中
に
公
約
と
し
て
市
民
と

約
束
し
た
政
策
を
2
0
2
0
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
３
次
妙

高
市
総
合
計
画
に
財
政
面
も
含

め
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
。

　
　
　

選
挙
期
間
中
に
公
約
と

し
て
掲
げ
た
６
つ
の
柱
に
沿
っ

た
政
策
は
、
市
民
の
思
い
と
英

知
を
結
集
し
、
確
実
に
前
へ
、

そ
し
て
そ
の
先
へ
と
全
身
全
霊

で
進
め
る
決
意
で
あ
る
。
政
策

の
実
行
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に

始
動
で
き
る
も
の
か
ら
、
中
・

長
期
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ

る
が
、
妙
高
市
を
次
世
代
に
自

信
を
持
っ
て
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
し
た
い
。
公
約
と
し
て

の
政
策
は
策
定
中
の
第
３
次
妙

高
市
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
な

が
ら
、
重
点
的
か
つ
先
導
的
に

推
進
す
る
。
ま
た
、
財
政
面
の

裏
付
け
に
つ
い
て
は
、
普
通
交

付
税
や
市
税
収
入
の
減
少
等
を

見
通
し
た
総
合
計
画
期
間
の
財

政
フ
レ
ー
ム
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
経
済
動
向
や
地

方
財
政
計
画
な
ど
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
国
・
県
特
定
財

源
の
活
用
や
民
間
投
資
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
新
た
な

財
源
確
保
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
安
定
的
な
財
政
の
運
営
と
健
全

化
に
努
め
る
。

新
教
育
長
の
教
育
方
針
に
つ
い
て

　
　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
市

内
で
は
更
に
進
む
小
規
模
校
や
少

人
数
学
級
に
対
し
、
地
元
と
の
協

議
や
調
整
に
時
間
を
要
す
小
・
中

学
校
の
統
廃
合
を
ど
の
よ
う
に
考

え
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
地
域
と

の
協
議
を
行
い
、
地
域
の
思
い
な

ど
を
尊
重
し
て
対
応
し
た
い
。
当

市
に
お
い
て
も
全
て
の
小
・
中
学

校
で
児
童
・
生
徒
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
。
将
来
的
な
統
廃
合
は
、

今
後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
と
、

そ
れ
に
伴
う
複
式
学
級
の
可
能
性
、

学
校
施
設
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

教
育
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、

望
ま
し
い
教
育
環
境
を
地
域
と
考

え
て
い
き
た
い
。

市長の選挙公約と
総合計画について
 堀川 義徳 議員

一般質問について、詳しくは、会議録検索システムをご利用ください。
12月定例会の会議録は、現在、作成中のため2月下旬から利用できる予定です。
http://www.kaigiroku.net/kensaku/myoko/myoko.html

会議録検索システム

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問
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市政のここが聞きたい!

一般質問
　定例会において、

議員が市の将来や方針、施策等に
ついて質問をすることです。

12月6日、7日に議員10人による
一般質問が行われました。

※見出し、質問部分は質問者本人が

執筆したものを編集しました。

市
長

問

問教
育
長
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子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
機
会
を
持
つ
べ
き
で
は

　
　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
を
担
う
世
代
が
ど
ん
な
街
に

住
み
た
い
か
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
を

集
約
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
機
会
を
持

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
次
世
代
へ
繋

ぐ
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
若
者
や
小
学
生
を
含
め
た

学
生
か
ら
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
発
想

を
得
な
が
ら
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
15
歳
以
上
の
若
い
世
代
を
含
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
次
世
代
を
担
う

若
い
世
代
の
声
を
聞
き
な
が
ら
計
画
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

機
会
と
し
て
、
わ
か
も
の
会
議
で
は
市

街
地
活
性
化
を
含
め
、
幅
広
い
視
点
か

ら
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
。

新
井
駅
の
待
合
室
を
市
独
自
で

整
備
す
べ
き
で
は

　
　

市
街
地
に
人
が
集
ま
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
と
し
て
、
新
井
駅
の
待
合

室
を
市
独
自
で
整
備
で
き
る
よ
う
、
え

ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
と
話
し
合
い
を
進

め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　

現
時
点
で
新
井
駅
の
待
合
室
を

市
単
独
で
整
備
す
る
考
え
は
な
い
が
、

駅
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
の
た

め
、
待
合
室
を
含
め
た
駅
の
活
用
に
向

け
、
駅
利
用
者
の
意
見
等
に
配
慮
し
、

地
域
の
団
体
等
の
主
体
的
な
取
り
組
み

を
促
進
し
た
い
。

人
の
集
ま
る
仕
組
み
と
し
て

自
動
運
転
車
両
導
入
を

　
　

中
心
市
街
地
に
人
が
集
ま
る
仕
組

み
と
し
て
、
民
間
企
業
と
連
携
し
た
自

動
運
転
車
両
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

自
動
運
転
技
術
の
活
用
は
、
国

に
よ
る
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

法
整
備
や
安
全
対
策
な
ど
課
題
も
多
く
、

実
証
化
に
は
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
得
ら
れ
る
知
見
等
を

注
視
す
る
中
で
検
討
し
た
い
。

　
　

図
書
館
充
実
に
は
市
民
が

望
む
蔵
書
が
一
番
重
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

新
た
な
図
書
館
で
は
、

幅
広
い
年
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

時
代
の
変
化
に
も
対
応
し
た
図

書
や
資
料
を
収
集
し
、
提
供
し

て
い
き
た
い
。

　
　

市
内
に
は
図
書
館
か
ら
遠

く
、
交
通
が
不
便
な
地
域
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
移
動
図
書
館
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

移
動
図
書
館
は
、
蔵

書
管
理
や
人
的
な
体
制
な
ど
の

課
題
も
あ
り
、
今
後
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

　
　

財
政
的
に
厳
し
い
中
、
蔵

書
の
充
実
の
た
め
福
島
県
矢
祭

町
の
よ
う
に
、
全
国
へ
蔵
書
の

寄
附
を
呼
び
掛
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

現
在
も
図
書
の
寄
附

を
受
け
て
い
る
が
、
今
後
も
購

入
図
書
を
補
完
し
な
が
ら
、
蔵

書
の
充
実
に
努
め
た
い
。

　
　

図
書
館
に
体
験
や
探
究
活

動
を
支
援
す
る
専
門
知
識
の
あ

る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

新
図
書
館
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
市
民
の
参
画

を
一
層
促
進
し
、
子
ど
も
た
ち

に
本
を
選
ぶ
楽
し
さ
や
知
る
喜

び
を
提
供
し
、
次
の
学
び
に
つ

な
が
る
図
書
館
を
目
指
し
た
い
。

文
化
財
や
地
域
の
祭
り
を
活
用
し
観
光
宣
伝
を

　
　

市
内
に
あ
る
歴
史
的
、
文
化

的
価
値
の
高
い
国
内
最
古
級
の
仏

像
な
ど
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成
し
、

観
光
面
へ
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

文
化
財
の
レ
プ
リ
カ
作
成

は
、
文
化
財
保
護
に
携
わ
っ
て
き

た
地
域
の
信
仰
へ
の
思
い
な
ど
も

あ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
写
真
に

よ
り
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
関
山
神

社
の
火
祭
り
の
更
な
る
情
報
発
信

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

30
年
度
、
妙
高
ノ
ー
ト
で

祭
の
様
子
を
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
紹
介
し
た
ほ
か
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
情
報
発
信
し

た
。
引
き
続
き
当
市
の
魅
力
発
信

に
取
り
組
む
。

　
　

妙
高
山
麓
時
代
祭
の
規
模
拡

大
の
た
め
の
支
援
の
考
え
は
。

　
　
　
　

今
後
、
地
元
の
要
請
等

に
よ
り
、
人
的
支
援
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

　
　

文
化
財
保
護
や
活
用
の
た
め

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
考
え
は
。

　
　
　
　

歴
史
文
化
基
本
構
想
を

基
に
し
た
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
や
人

材
の
発
掘
に
取
り
組
む
。
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市民が読みたい本を
移動図書館対応で
 山川 香一 議員

問

市
長

市
長

市
長

問 問

駅
を
中
心
に
し
た

市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
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市
長

市
長
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長
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長
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育
長

教
育
長

教
育
長
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「
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
」
と
い
う
。

市
長
の
倫
理
観
を
示
す
好
機
だ
。
「
初

心
に
帰
っ
て
」
と
い
う
市
長
の
政
治
倫

理
条
例
制
定
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　

市
政
は
市
民
の
厳
粛
な
信
託
に

基
づ
く
も
の
と
認
識
し
、
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
、

政
治
倫
理
向
上
に
努
め
、
公
平
な
行
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
自

ら
の
責
務
を
深
く
自
覚
し
、
公
正
で
開

か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に
努
め

る
。

消
費
税
増
税
へ
の
市
長
の
認
識
は

　
　

消
費
税
は
、
大
企
業
の
強
い
要
望

で
あ
り
、
福
祉
の
充
実
や
財
政
再
建
に

向
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
決
し
て
な
い
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
は
、
「
好

ま
し
く
な
い
」
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

消
費
税
増
税
は
、
今
後
の
社
会

保
障
の
充
実
や
子
育
て
層
の
支
援
な
ど

の
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
必
要
な
施
策

の
一
つ
と
考
え
る
が
、
増
税
に
伴
う
低

所
得
者
へ
の
配
慮
な
ど
、
国
が
適
宜
適

切
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

北
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
改
善
を

　
　

北
の
玄
関
口
に
相
応
し
く
、
北
新

井
駅
を
「
上
杉
景
虎
駅
」
に
改
称
す
る

こ
と
と
、
斐
太
歴
史
の
里
総
合
案
内
所

の
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
、
農
業
集
落
排

水
へ
接
続
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

　
　
　
　

駅
名
改
称
は
、
地
域
住
民
等

の
理
解
の
ほ
か
、
費
用
の
面
か
ら
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。
総
合
案
内
所
の
ト

イ
レ
の
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
に
よ

る
水
洗
化
は
、
国
史
跡
指
定
地
内
で
の

工
事
に
伴
う
文
化
庁
の
許
認
可
が
必
要

と
な
る
。
速
や
か
な
改
修
は
難
し
い
が
、

水
洗
化
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

早
期
の
改
修
を
目
指
し
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を

　
　

今
期
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と

し
て
、
あ
い
う
べ
体
操
や
、
手
洗
い
励

行
の
た
め
の
給
湯
設
備
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

あ
い
う
べ
体
操
は
昨
年
度
の

取
り
組
み
状
況
を
市
内
の
学
校
に
提
供

し
、
各
学
校
の
判
断
で
行
っ
て
い
る
。

手
洗
い
励
行
の
た
め
の
温
水
設
備
は
、

今
の
と
こ
ろ
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　

鮫
ヶ
尾
城
は
、
続
日
本
1

0
0
名
城
に
も
選
ば
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
が
、
市
内
近
郊
で
は
、

ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

周
知
や
ア
ピ
ー
ル
を
積
極
的
に

展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
斐
太
歴
史
の
里
駐
車
場
拡

張
の
考
え
は
。

　
　
　
　

鮫
ヶ
尾
城
跡
の
続
日

本
1
0
0
名
城
へ
の
選
定
は
、

市
報
等
で
広
く
紹
介
し
て
き
た

が
、
今
後
も
市
内
外
に
向
け
た

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

斐
太
歴
史
の
里
駐
車
場
の
拡
張

は
、
地
形
的
な
制
約
等
か
ら
現

状
で
は
難
し
い
。

　
　

旧
関
山
宝
蔵
院
庭
園
修
復

の
進
捗
状
況
と
今
後
の
整
備
構

想
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

旧
関
山
宝
蔵
院
庭
園

の
修
復
は
、
損
傷
の
著
し
か
っ

た
庭
園
の
シ
ン
ボ
ル
の
滝
石
組

み
や
水
路
等
の
修
復
工
事
を
行

い
、
ほ
ぼ
修
復
が
完
了
し
た
。

31
年
度
以
降
は
、
支
障
木
の
伐

採
や
植
栽
、
東
屋
等
の
施
設
を

整
備
予
定
で
あ
る
。

　
　

31
年
度
、
当
市
で
開
催
さ

れ
る
岡
倉
天
心
サ
ミ
ッ
ト
の
今

後
の
見
通
し
と
考
え
は
。

　
　
　
　

地
元
顕
彰
会
と
天
心

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
、
31
年

度
新
潟
県
で
初
開
催
さ
れ
る
国
民

文
化
祭
事
業
に
お
け
る
当
市
の
重

点
事
業
へ
の
位
置
付
け
等
を
協
議

し
て
い
る
。
今
後
も
地
元
と
連
携

し
、
天
心
の
業
績
や
妙
高
で
育
ま

れ
た
特
色
あ
る
芸
術
文
化
の
取
り

組
み
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
。

　
　

鮫
ヶ
尾
城
、
旧
関
山
宝
蔵
院

庭
園
、
岡
倉
天
心
六
角
堂
等
の
市

内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
予
約

制
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
配
置
す
る

考
え
は
。

　
　
　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ぶ
２

次
交
通
は
、
民
間
事
業
者
が
取
り

組
ん
で
い
る
。
市
と
し
て
は
、
従

来
の
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
歴
史

や
文
化
を
切
り
口
に
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
、
観
光
資
源
と
し
て
磨
き

を
か
け
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
築
し
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
２
次
交
通
の
充
実
に
つ

な
げ
た
い
。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
情

報
交
換
会
等
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

ガ
イ
ド
団
体
の
情
報
交
換

会
等
は
、
26
年
度
の
開
催
後
実
施

し
て
い
な
い
が
、
今
後
交
流
人
口

を
拡
大
し
、
当
市
の
ア
ピ
ー
ル
の

た
め
、
交
通
事
業
者
と
ガ
イ
ド
団

体
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と

受
け
入
れ
体
制
の
強
化
を
図
る
。

妙高市全体で
「おもてなしの心」を！
 八木 清美 議員

市
長
の
政
治
倫
理

条
例
制
定
を

                 

渡
辺 

幹
衛 

議
員

市
長

市
長
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問問 教
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長

教
育
長

市
長

市
長
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長
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長
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育
長



上
越
・
長
野
北
信
地
域
の
約
80
万
人
と

広
域
連
携
で
地
方
創
生
！

　
　

広
域
連
携
は
相
乗
効
果
を
生
み
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
近
隣
市
町

村
や
長
野
北
信
地
域
と
目
的
に
応
じ
た

連
携
内
容
と
観
光
へ
の
期
待
に
応
え
る

成
果
は
。

　
　
　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
は
、
広

域
連
携
を
強
化
し
た
行
政
運
営
の
効
率

化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
国
の
動
向
を
注

視
し
、
広
域
連
携
に
よ
る
持
続
的
な
地

方
圏
の
確
立
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、

広
域
連
携
に
よ
る
観
光
へ
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
29
年
度
の
ス
キ
ー
を
中
心
と

し
た
外
国
人
観
光
入
込
客
数
は
、
27
年

度
に
比
較
し
約
52
%
増
加
し
た
。

　
　

広
域
連
携
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
、
減
災
や
安
全
で
効
率
的
な
環
境
や

利
便
性
向
上
に
繋
が
り
重
要
で
あ
る
。

上
越
地
域
か
ら
新
潟
へ
の
優
等
列
車
の

拡
充
と
道
路
や
河
川
の
地
域
イ
ン
フ
ラ

投
資
の
認
識
と
取
り
組
み
は
。

　
　
　

優
等
列
車
拡
充
は
、
県
土
の
均

衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、

県
や
市
町
村
に
よ
る
組
織
を
通
じ
、
優

等
列
車
の
維
持
・
拡
充
を
Ｊ
Ｒ
や
国
に

要
望
し
て
い
る
。
河
川
管
理
や
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、
公
益
的
な
治

水
や
物
流
等
の
観
点
か
ら
国
や
県
で
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

利
便
性
の
向
上
な
ど
に
繋
が
る
イ
ン
フ

ラ
投
資
へ
の
促
進
を
要
望
し
て
い
る
。

発
達
障
が
い
で
も
才
能
豊
か
に
活
躍
！

　
　

俳
優
の
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
さ
ん
や

黒
柳
徹
子
さ
ん
は
発
達
障
が
い
で
あ
る

こ
と
を
公
表
し
て
い
る
が
、
才
能
豊
か

に
活
躍
し
て
い
る
。
発
達
障
が
い
の
支

援
は
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
教
育
が
重

要
で
あ
る
。
29
年
度
の
小
中
学
校
の
特

別
支
援
学
級
数
と
発
達
障
が
い
の
児
童
、

生
徒
数
は
。

　
　
　
　

29
年
度
の
特
別
支
援
学
級
数

は
、
小
中
学
校
に
33
学
級
あ
り
、
在
籍

の
児
童
・
生
徒
数
は
1
3
5
人
で
あ
る
。

　
　

発
達
障
が
い
を
有
す
る
子
ど
も
の

個
性
を
伸
ば
し
、
将
来
社
会
的
に
自
立

し
活
躍
す
る
た
め
の
支
援
と
し
て
、
高

校
進
学
か
ら
就
労
ま
で
の
一
貫
し
た
支

援
が
必
要
だ
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

進
路
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
本

人
の
特
性
や
希
望
を
勘
案
し
、
保
護
者

も
含
め
十
分
な
話
し
合
い
に
よ
り
適
切

な
支
援
を
し
て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
で
避
難
所
の

開
設
最
優
先

　
　

地
震
等
の
自
然
災
害
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
。
災
害
直
後
の
指
定

避
難
所
の
早
期
開
設
は
最
優
先

と
な
る
。
町
内
会
に
必
要
な
手

続
き
を
示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が

必
要
と
考
え
る
が
、
当
市
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

市
で
は
夜
間
等
に
災
害

が
発
生
し
た
際
、
拠
点
避
難
所

の
開
設
を
市
職
員
が
行
う
が
、

被
害
の
状
況
等
に
よ
り
辿
り
着

け
な
い
場
合
で
も
地
域
が
開
設

で
き
る
よ
う
、
自
主
防
災
組
織

な
ど
に
避
難
所
の
開
設
運
営
訓

練
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

避
難
所
運
営
は
自
主
防
災
組
織

が
中
心
に
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

役
割
分
担
が
不
明
確
で
あ
る
な

ど
課
題
が
あ
り
、
拠
点
避
難
所

ご
と
に
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

防
災
会
議
に
女
性
委
員
の
複
数

参
加
を

　
　

防
災
会
議
へ
の
女
性
委
員

の
参
加
を
要
請
し
て
い
る
が
、

参
加
者
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
地
域

防
災
の
見
直
し
や
避
難
所
開
設

に
は
、
女
性
目
線
の
意
見
や
要
望

が
重
要
だ
が
、
な
ぜ
女
性
委
員
の

参
加
者
が
い
な
い
の
か
。
今
後
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

防
災
会
議
へ
の
女
性
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て
、
各
関
係
機
関

に
対
し
依
頼
し
て
い
る
が
、
任
命

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
避
難
所
運

営
等
に
お
け
る
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
や
気
配
り
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
引
き
続
き
女
性
委
員
を
任
命

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

若
者
の
地
元
定
着
に
通
学
支
援
制
度
を

　
　

親
元
か
ら
通
え
る
安
心
感
か

ら
、
新
幹
線
で
近
隣
県
に
通
学
す

る
学
生
が
増
え
て
い
る
。
近
隣
市

で
は
、
定
期
券
購
入
の
補
助
や
返

済
義
務
の
な
い
制
度
を
設
け
、
若

者
の
地
元
定
着
や
人
口
対
策
に
貢

献
し
て
い
る
。
当
市
で
も
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

大
学
生
等
の
定
住
は
、
在

学
時
か
ら
親
元
で
暮
ら
し
、
地
域

と
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
く
こ

と
で
、
地
元
企
業
等
へ
の
就
職
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。
通
学
支
援
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
事
例
の
効
果
を
見
極
め
、

精
査
し
た
上
で
、
31
年
度
予
算
編

成
の
中
で
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

2019.2.1  発行 （7）  みょうこう市議会だより　No.56

指定避難所の早期開設と
通学支援制度新設を
 阿部 幸夫 議員

問市
長

市
長

問 問市
長

命
と
財
産
を
守
る

イ
ン
フ
ラ
投
資
と

福
祉・経
済
の
発
展
を
！
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こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問
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学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

　
　

６
月
定
例
会
で
約
束
し
、

市
長
の
選
挙
公
約
に
も
掲
げ
た

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
応
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
　
　

学
校
給
食
費
の
無
償

化
は
、
子
ど
も
の
成
長
や
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
、
人
口
減

少
対
策
に
も
有
効
だ
が
、
財
源

確
保
な
ど
の
面
か
ら
段
階
的
に

進
め
、
無
償
化
の
対
象
範
囲
等

は
、
国
の
子
育
て
支
援
策
の
動

向
を
踏
ま
え
、
31
年
度
の
予
算

編
成
過
程
の
中
で
明
ら
か
に
し

た
い
。

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
解
消
を

　
　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

は
、
高
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
し

て
き
た
が
、
さ
ら
に
窓
口
負
担

の
解
消
で
子
育
て
支
援
を
進
め

る
た
め
の
具
体
的
な
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
　

子
ど
も
医
療
費
の
完
全

無
償
化
は
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
と
適
正
な
財

政
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

31
年
度
の
予
算
編
成
過
程
で
明

ら
か
に
し
た
い
。

国
保
税
均
等
割
額
、
子
ど
も
分
の
軽
減
対
策
を

　
　

国
保
制
度
の
構
造
的
な
問
題

解
決
の
た
め
、
公
費
の
投
入
で
協

会
健
保
並
み
の
負
担
を
求
め
て
い

る
。
全
国
の
先
進
事
例
に
倣
っ
て
、

子
ど
も
分
の
軽
減
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

子
ど
も
分
の
均
等
割
額
に

つ
い
て
、
県
で
は
保
険
料
水
準
の

統
一
を
協
議
し
て
お
り
、
そ
の
推

移
状
況
を
見
極
め
た
い
。
ま
た
、

全
国
市
長
会
等
で
は
、
子
ど
も
に

係
る
保
険
税
の
均
等
割
額
軽
減
の

支
援
制
度
創
設
を
要
望
し
て
お
り
、

実
現
に
向
け
努
力
し
た
い
。

教
育
現
場
の
実
態
と
働
き
方
改
革
は

　
　

学
校
は
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
に
な

っ
て
い
る
と
ま
で
言
わ
れ
、
教
育

現
場
の
実
態
は
劣
悪
で
あ
る
。
国

で
も
長
時
間
勤
務
の
早
急
な
是
正

を
掲
げ
た
が
、
当
市
の
実
態
と
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

30
年
度
当
初
か
ら
の
６

カ
月
間
で
、
月
60
時
間
を
超
え
る

時
間
外
勤
務
が
３
カ
月
を
超
え
る

職
員
の
割
合
は
31
・
6
％
と
な
っ

て
い
る
。 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
勤

務
時
間
管
理
等
や
そ
の
分
析
、
多

忙
化
解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の

開
催
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

少子化対策に
子育て支援の拡充を
 霜鳥 榮之 議員

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
と

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

                 

小
嶋 

正
彰 

議
員

立
地
適
正
化
計
画
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　
　

人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
中

心
市
街
地
の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
。

都
市
機
能
を
集
中
し
、
居
住
区
域
へ
移

住
・
定
住
を
進
め
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
を
目
指
す
立
地
適
正
化
計
画
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
中
心
部
へ
人
口

を
集
中
さ
せ
る
誘
導
策
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
住
居

の
誘
導
を
図
る
た
め
、
住
宅
取
得
支
援

な
ど
の
制
度
の
見
直
し
は
も
と
よ
り
、

空
き
家
や
遊
休
不
動
産
の
活
用
等
に
つ

い
て
、
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

周
辺
地
域
を
結
ぶ
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を

　
　

周
辺
農
村
部
の
生
活
環
境
を
維
持

し
、
活
力
を
保
つ
に
は
、
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、
整
備
が
必
要
だ

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

立
地
適
正
化
計
画
で
は
、
市
民

が
集
ま
る
施
設
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
立
地

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
ま
で
以

上
に
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
、
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定
し
、
市
街
地
と
他

の
地
域
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
努
め
る
。

無
人
自
動
運
転
バ
ス
導
入
検
討
を

　
　

国
で
は
自
動
運
転
バ
ス
に
よ
る
公

共
交
通
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。

農
村
地
域
や
中
山
間
地
域
を
抱
え
る
当

市
で
も
、
社
会
実
験
に
手
を
挙
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

自
動
運
転
技
術
の
活
用
は
、
現

段
階
で
は
安
全
対
策
や
積
雪
時
の
安
定

走
行
等
の
課
題
が
あ
り
、
実
用
化
に
は

し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
の
実
証
実
験
の
結
果
や
技

術
革
新
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
の
成
果
と
今
後
の
保
護
活
動

　
　

30
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
ラ
イ
チ

ョ
ウ
会
議
の
成
果
と
、
今
後
そ
の
成
果

を
保
護
活
動
に
ど
う
活
か
す
の
か
。

　
　
　

妙
高
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
市
内
中
学
生
を
初
め

約
1
0
0
0
名
の
参
加
者
に
火
打
山
の

魅
力
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
絶
滅
危
機
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
31
年
度
以
降
も

生
息
、
繁
殖
適
地
調
査
の
実
施
や
環
境

サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
る
中
で
、
市

民
参
加
型
の
保
全
活
動
を
展
開
し
た
い
。

市
長

市
長

問問

市
長

市
長

問問

市
長

問問 教
育
長

市
長

問問教
育
長



　
　

31
年
度
行
政
経
営
方
針
の

重
点
施
策
の
人
口
減
少
対
策
の

充
実
・
強
化
に
つ
い
て
、
テ
レ

ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
支
援
に
取
り
組
む
と
あ
る

が
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
市

内
企
業
の
人
手
不
足
解
消
や
障

が
い
者
等
が
就
業
し
や
す
い
、

在
宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

を
支
援
す
る
。

　
　

妙
高
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
体
制
強

化
と
観
光
事
業
支
援
の
内
容
は
。

　
　
　

今
後
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
中
心

と
な
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機

能
等
を
活
か
し
た
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

組
織
を
強
化
し
多
様
な
関
係
者

が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

高
谷
池
ヒ
ュ
ッ
テ
の
山
岳

観
光
の
拠
点
化
と
あ
る
が
、
同

じ
環
境
下
で
生
息
し
て
い
る
絶

滅
危
惧
種
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護

活
動
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
た
生
息
地
や
繁

殖
適
地
を
把
握
す
る
分
布
状
況

調
査
、
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
に

よ
る
イ
ネ
科
植
物
の
除
去
活
動

な
ど
市
民
参
加
の
保
護
活
動
を

進
め
る
。

　
　

移
住
・
定
住
の
促
進
策
の

「
地
元
回
帰
」
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
あ
る
が
、
内
容
は
ど
う
か
。

　
　
　

移
住
の
１
番
の
条
件
は
就

労
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内

事
業
所
に
就
労
し
、
定
住
す
る
方

へ
の
家
賃
等
の
助
成
や
住
宅
支
援

制
度
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
Ｕ

タ
ー
ン
を
促
進
す
る
。

妙
高
市
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
　

総
合
教
育
基
本
計
画
で
は
、

社
会
自
立
の
生
き
方
と
し
て
の
３

つ
の
視
点
か
ら
教
育
の
充
実
と
強

化
を
図
る
と
あ
る
が
、
幼
児
教
育
、

初
等
教
育
、
中
等
教
育
の
実
態
と

課
題
は
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
展

開
に
つ
い
て
考
え
は
。

　
　
　
　

フ
レ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
の

充
実
に
よ
り
、
対
人
関
係
調
整
能

力
を
育
成
す
る
。
家
庭
学
習
ノ
ー

ト
の
活
用
や
教
員
の
授
業
改
善
支

援
に
よ
り
学
力
の
水
準
を
高
め
た

い
。
ま
た
、
総
合
学
習
な
ど
の
体

験
活
動
を
充
実
し
郷
土
愛
を
醸
成

す
る
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通

じ
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
主
張

し
行
動
で
き
る
力
を
育
み
た
い
。

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
ま
な
び

の
循
環
や
歴
史
文
化
基
本
構
想
に

基
づ
く
地
域
施
策
の
展
開
や
健
康

保
養
地
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
、
浸

透
を
進
め
る
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問
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平成31年度妙高市
行政経営方針について
 髙田 保則 議員

【審議された議案と審議結果】

議案番号

第９０号

第９１号

第９２号

第９３号

第９４号

第９５号

第９６号

第９７号

第９８号

第９９号

第１００号

第１０１号

議案

市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例の一部改正

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部改正

スポーツ等合宿の郷づくり推進条例の一部改正

市道の認定

損害賠償の額を定めること

指定管理者の指定（新井総合公園体育館）

指定管理者の指定（矢代コミュニティスポーツセンター）

指定管理者の指定（妙高市妙高山麓都市農村交流施設及びクラインガルテン妙高）

指定管理者の指定（四季彩館ひだなん）

平成30年度一般会計補正予算（第６号）

平成30年度一般会計補正予算（第７号）

議　案　名 審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案番号

第１０２号

第１０３号

第１０４号

第１０５号

第１０６号

第１０７号

第１０８号

第１０９号

第１１０号

第１１１号

第２号

第４号

議案

諮問

発議

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成30年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成30年度ガス事業会計補正予算（第１号）

平成30年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成30年度公共下水道事業会計補正予算（第１号）

平成30年度農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

監査委員の選任同意                                        【和泉昭夫さん（月岡）】

工事請負変更契約の締結（高谷池ヒュッテ増築・建築工事）

人権擁護委員候補者推薦に対する意見               【宮腰トク子さん（広島）】

市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正

議　案　名 審議結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

原案可決

適　　任

原案可決

【平成３０年１２月定例会】

指定管理者の指定（卯の花児童遊園、藤塚児童遊園、美守児童遊園、
美守東児童遊園及び妙高市大崎町ふれあい広場）

議案番号

第89号議案 平成30年度一般会計補正予算（第５号）

議　案　名 審議結果

原案可決

【平成３０年11月臨時会】

問 問 問 問市
長

市
長

市
長

問 市
長

教
育
長
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議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

　妙高市議会では、市民の負託に応えられる議会を目指
すとともに、議会の活性化や充実のため議会基本条例に
基づき、議会改革を進めています。

　「議会って何をしているの…。」おそらく、多くの方がこのような認識をされていると思います。
全国の地方議会では、住民の皆さんに議会について知ってもらうとともに、関心を持っていただき、まち
づくりに参加できるよう取り組みが進められています。このような取り組みを議会改革と言います。

　30年度は、従来の議会報告会・意見交換
会に加え、新たに市内の関係団体と常任委
員会との意見交換会を開催しました。地域の
実情や課題、さらには、地域課題の解決に向
けた住民間の話し合いの状況等のご意見を
うかがいました。また、意見交換会でのご意
見をもとに、委員会において所管事務調査を
行いました。

議会改革に取り組んでいます！議会改革に取り組んでいます！

議会改革とは？

　議会改革は、開かれた議会運営を行うことや、政策提言を行うための議会機能の強化によって、住
民の声を行政に反映し、よりよいまちとなることを目指して取り組みを進めています。

議会改革は何を目指しているの？

　今年度取り組んだものや、現在検討を進めている議会改革について、一部をご紹介します。
最近の取り組みは？

市内の関係団体と常任委員会との意見交換会市内の関係団体と常任委員会との意見交換会

（総務文教委員会と地域サポート人、地域のこし協力隊との意見交換会）

（産業経済委員会と新井商工会議所との意見交換会） （建設厚生委員会と新井商工会議所建設業部会との意見交換会）
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議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

　一般質問のあり方（あるべき姿）を各議
員が共有し、議会活動に活かしていくこと
を目的として一般質問のあり方研修会を
開催しました。
　研修会ではビデオ聴講後、各グループ
に分かれ意見交換を行い、一般質問につ
いての共通認識を図りました。

このほか、
ＩＣＴ環境の整備の取り組みとして、
会議における情報通信機器

（タブレット端末）の使用について
検討を進めています！

積極的な政策
提言のために! 一般質問のあり方についての研修一般質問のあり方についての研修

政務活動費の後払い制への変更

　これまで主に、委員が個人で行っていた、所管
事務調査を委員会として実施するとともに、閉会
中における所管事務調査を行うことを承認し、委
員会の調査能力の向上を図りました。

　妙高市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保する手法として、一括前払いを改め、実績報
告に基づく交付にするために、30年12月定例会で議員発議による条例の一部改正を行いました。これ
により、31年度分の政務活動費から後払いへ変更となります。
　なお、使途の内訳や収支報告書の写しは、これまで同様、市議会のホームページで公開するほか、
領収書の写し等を市役所１階のコラボサロンで公開します。

　市民の意見を政策等に反映させ、議会の責務
を果たすため「議員提案による条例制定及び政
策提言実現に向けたフローチャート」を作成しま
した。

閉会中の所管事務調査の実施 条例提案及び政策提言 実現に向けた仕組みの整備

そのほかの議会改革に関する取り組みそのほかの議会改革に関する取り組み



魅力あるまちづくりに役立てるため、優れた事業を行う自治体等を調査しました
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平
成
30
年
10
月
28
日
執
行
の

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
当
選
さ
れ
た
太
田
紀
己
代
議

員
は
、
建
設
厚
生
委
員
会
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
に
議
会
基
本
条
例

が
制
定
さ
れ
、
議
会
の
役
割
と

責
務
が
明
確
に
な
り
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る

議
会
、
さ
ら
に
資
質
の
向
上
に

も
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
政
務
活

動
費
の
支
払
方
法
の
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
に
、
一
括
前
払

い
を
改
め
、
他
の
各
種
補
助
金

と
同
様
に
実
績
報
告
に
基
づ
く

交
付
に
す
る
た
め
の
条
例
の
一

部
改
正
を
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
市
民
目
線

の
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
だ
よ
り
が
よ
り

一
層
「
見
や
す
く
」、「
わ
か
り

や
す
く
」、
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
紙
面
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
　
　

編
集
委
員　

阿
部
幸
夫

「老朽危険家屋等除却促進事業について（豊前市）」
　適正に管理されていない危険家屋等を除却する際の費用
の一部を補助するほか、撤去後の固定資産税の段階的な減
免制度を導入するなど一体的な除却促進がなされている。

「菅原バイナリー発電事業について（九重町）」
　町が所有する地熱井を民間の発電所に提供し、熱料金収
入を得ることで、町の福祉の充実に役立てている。

「ふれあい収集事業について（田川市）」
　高齢者や障がい者の在宅生活を支援するため、家庭ごみ
をごみ集積所まで持ち出せない世帯に対し、戸別訪問し、ご
み収集を行うとともに、ごみが出ていない場合は、安否確認
を行っている。

「開業・創業支援の取り組みについて（久留米市）」
　開業に当たって必要な知識、資金調達、事業計画の立て方、店舗改装など、
商工会議所や金融機関等と連携して相談に応じられるワンストップ窓口の設置
により、開業・創業支援を行っている。
「①周南コンベンションシティ推進に向けた取り組みについて、
  ②道の駅ソレーネ周南の運営について（周南市）」
①新幹線駅や高速道ＩＣ、空港など交通の利便性や地域の長所を活かしたコン
　ベンションシティを推進している。
②高齢農家からの集荷や買い物弱者への宅配、移動販売にも事業を拡大し積
　極的な運営に取り組んでいる。
「①企業産業による耕作放棄地再生と新規就農者支援、
  ②野生鳥獣肉の利活用について（豊田市）」
①企業等の農業参入ガイドブックを作成し、積極的な参入により耕作放棄地の
　発生防止と再生などに取り組んでいる。また定年退職者等を新たな担い手と
　して育成する「農ライフ創生センター」を開設し、栽培技術研修や中小農機具
　貸付、新規農業者支援により担い手確保に努めている。
②集落が協力して獣害対策を実施する場合、経費の９割を補助する仕組みを
　設け、取り組みのインセンティブを持たせている。また獣肉処理加工施設を整
　備し、市外へ販売するなど、市の特産品としてＰＲしている。

「金沢市スポーツ文化推進条例について（金沢市）」
　金沢の文化に更に厚みを持たせ、新たな価値としての「スポ
ーツ文化」を推進すること等を目的に金沢市スポーツ文化推進
条例を制定し、活力と魅力あるまちづくりを推進している。

「若者議会について（新城市）」
　日本で初めて条例で「若者議会」を定め、政策を若者自ら
が考え、市長に答申をし、執行していく一連の仕組みやサイ
クルをつくりあげている。

「教育負担軽減の取り組みについて（福知山市）」
　全教職員が午後６時までに退勤する日やノー部活デー、出
退勤時刻システムの導入など教職員の負担軽減に取り組ん
でいる。

総務文教委員会

所
属
委
員
会
が
決
定

所
属
委
員
会
が
決
定

編
集
後
記

太田 紀己代 議員

（新城市）

（周南市）

（九重町）

産業経済委員会

建設厚生委員会


